
【情報】 

〜ClassPad.net の各種ふせん・授業⽀援機能を活⽤する〜 

インターネットの仕組みについて考える授業 
専⾨的な⽤語が多いインターネットの概念を体系的に学習する。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
LAN、WAN、IP アドレスについて
説明したテキストふせんを⽤意し、
電⼦⿊板やプロジェクターに投影し
て説明する。各⾃の IP アドレスを調
べさせる際は、
https://www.cman.jp/network/suppo
rt/go_access.cgi などの URL を貼り
付けたリンクふせんを授業⽀援機能
を⽤いて配布する。 
LAN や WAN が結びついてインター
ネットが形成されていることがわか
る図は、ファイルふせんを⽤いて⾒
せる。 

 

概要の説明 
導⼊として、⽣徒の 1 ⽇のインターネッ
ト使⽤時間についてアンケートを取り、
使⽤時間の⻑さや使⽤頻度の割に、仕組
みについて詳しいものは少ないことを話
す。その上で、インターネットがどのよ
うな仕組みで動いているのかを理解する
ことが⽬標であることを伝える。 
 
 
 
重要語句の解説① 
LAN、WAN、IP アドレスについて説明
し、各⾃が使っている端末の IP アドレ
スを調べさせる。この際、IP アドレス
から個⼈情報を知ることはできないこと
を強調する。また、LAN や WAN が繋
ぎ合わされてインターネットができてい
ることを理解させる。 
 
 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：専⾨⽤語が多く混乱しやすい内容を、⽣徒が理解できるように指導する。 
⽣徒向けの⽬標：普段使っているインターネットがどのような仕組みで動いているのかを、専⾨⽤

語を正しく⽤いて説明できるようにする。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・板書時間削減   ：必要な情報はすべて、事前に作成しておいたテキストふせん・ファイルふ

せんを投影するだけで済む。 
・⽣徒の理解促進  ：ファイルふせんを⽤いて提⽰した図に説明を書き込んだり、各⾃がデジタ

ルノートに知識をまとめたりすることで、主体的・効果的に学習できる。 
・学習プロセスの把握：提出管理から⽣徒 1 ⼈ 1 ⼈の理解度を把握し、個別のフィードバックも容

易になる。 
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プロトコルについては、テキストふ
せんを電⼦⿊板やプロジェクターに
投影して説明する。TCP/IP の各層
も、テキストふせんで解説をする。 
 
 
 
 
 

 
 
それぞれの語句の解説はテキストふ
せんを電⼦⿊板やプロジェクターに
投影して⾏う。その後、実際の URL
を書いたテキストふせんを提⽰し、
そこに⼿描き機能を⽤いて書き込み
ながら、URL のそれぞれの要素の説
明を⾏う。 
 
 
 
 
HTML や WWW の定義に関する説
明は、テキストふせんを電⼦⿊板や
プロジェクターに投影して⾏う。そ
の後、リンクふせんなどで実際の
HTML を⾒てもらい、ヘッダー部
分、h タグや p タグなどを説明しな
がら確認してもらう。 
 
 
 
 
 
 
宿題は、⽣徒が各⾃で⾃⾝のデジタ
ルノートにまとめる形で取り組ませ
る。まとめる際は、図に頼りすぎて
⾔葉による説明が不⼗分にならない
よう注意し、その条件を守った上で
の図などの利⽤については⽣徒の⾃
主性や⼯夫を尊重するとよい。 
完成したデジタルノートは PDF 化さ
せた上で課題として回収し、よくま
とまったノートは他の⽣徒にも共有
する。 
 
 
 
「インターネットことはじめ」
（https://www.nic.ad.jp/ja/newslette
r/No67/0320.html や
https://www.nic.ad.jp/ja/newsletter/
No68/0320.html）の URL を貼り付
けたリンクふせんを⽤意し、授業⽀
援機能を⽤いて⽣徒に配布して記事
を読んでもらう。 
時間があれば、教員がページの内容
を説明する。その際、授業内で習っ
た単語を適宜復習させる。 

重要語句の解説② 
通信規約（プロトコル）の説明をした上
で、⼀般的なプロトコルとして TCP/IP
を紹介する。TCP/IP の各層の働きも紹
介する。 
 
 
 
 
 
 
重要語句の解説③ 
URL、DNS、ドメイン名といった語句
について説明する。その際、学校の HP
など実際にある URL を提⽰して、それ
ぞれの役割を説明する。IP アドレスと
の関連性も説明する。 
 
 
 
 
 
重要語句の解説④ 
Web ページを記述する HTML や、それ
を閲覧するための WWW の仕組みを解
説する。その際、step4で提⽰した URL
のリンク先ページの HTML を⽣徒に⾒
てもらう。実際の Web ページの HTML
は複雑なので、⾒るべきところは教師が
指⽰する。 
また、http と TCP/IP の関連性も説明す
る。 
 
 
 
まとめ・宿題 
授業で扱った、インターネットに関する
主要概念を振り返る。 
宿題として、⾃分の端末から学校の HP
を閲覧する際の仕組みを、授業で習った
⾔葉を使って出来るだけ細かく説明させ
る課題を出す。 
 
 
 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
TCP/IP や WWW の歴史について触れ
る。インターネットが普及したのはごく
最近のことであることを説明する。 
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